
No. 品名 規格・寸法 単位 使用数量
会社指定
の有無

備考

1 中層混合処理工法 WILL工法 無
標準部
地盤改良（１）

2 中層混合処理工法 WILL工法 無
標準部
地盤改良（２）

3 浅層混合処理工法 エスミックスラリー工法 無
標準部
地盤改良（３）

4 中層混合処理工法 WILL工法 無
隅角部
地盤改良（１）

5 中層混合処理工法 WILL工法 無
隅角部
地盤改良（２）

6 浅層混合処理工法 エスミックスラリー工法 無
隅角部
地盤改良（３）

7 中層混合処理工法 WILL工法 無
岸壁部
地盤改良（１）

8 中層混合処理工法 WILL工法 無
岸壁部
地盤改良（２）

9 浅層混合処理工法 エスミックスラリー工法 無
岸壁部
地盤改良（３）

10

11

12

有り前回調査の有無 平成２７年１月

・中層混合処理工法，浅層混合処理工法は同一置箇所において一連で施工す
る。備考

持込場所，その他特記事項

単価採用年月日 令和２年４月

施工場所

調査歩掛一覧表

別紙のとおり

別紙のとおり

別紙のとおり

別紙のとおり

別紙のとおり

別紙のとおり

別紙のとおり

別紙のとおり

別紙のとおり

徳島市南末広町　徳島小松島港　（末広物揚場）



項目 現場条件 備考

改良深度 0～8.0m 地表面からの深さ7.0m程度，改良体の厚さは4.6m程度

土質 砂質土

施工規模 300m3以上1,500m3未満 幅3.6m×厚さ4.6m程度×施工延長L=25.0m程度=414m3程度

改良形式 全面改良

近接構造物 有り 既設矢板物揚場（矢板，タイロッド1.6mピッチ）

項目 現場条件 備考

改良深度 0～5.0m 地表面からの深さ3.7m程度，改良体の厚さは1.0m程度

土質 砂質土

施工規模 300m3未満 幅3.6m×厚さ1.0m程度×施工延長L=25.0m程度=90m3程度

改良形式 全面改良

近接構造物 有り 既設矢板物揚場（タイロッド1.6mピッチ）

項目 現場条件 備考

改良深度 0～3.0m 地表面からの深さ2.7m程度，改良体の厚さは2,2m程度

土質 砂質土

施工規模 300m3以上1,500m3未満 幅7.2m×厚さ2.2m程度×施工延長L=25.0m程度=396m3程度

改良形式 全面改良

近接構造物 有り 既設矢板物揚場（矢板，タイロッド1.6mピッチ）

項目 現場条件 備考

改良深度 0～8.0m 地表面からの深さ7.0m程度，改良体の厚さは4.6m程度

土質 砂質土

施工規模 300m3以上1,500m3未満 492m3程度

改良形式 全面改良

既設矢板物揚場（矢板，タイロッド1.6mピッチ）

既設矢板岸壁（矢板，タイロッド1.6mピッチ，控え矢板）

項目 現場条件 備考

改良深度 0～5.0m 地表面からの深さ3.7m程度，改良体の厚さは1.0m程度

土質 砂質土

施工規模 300m3以上1,500m3未満 500m3程度

改良形式 全面改良

既設矢板物揚場（矢板，タイロッド1.6mピッチ）

既設矢板岸壁（矢板，タイロッド1.6mピッチ，控え矢板）

項目 現場条件 備考

改良深度 0～3.0m 地表面からの深さ2.7m程度，改良体の厚さは2,2m程度

土質 砂質土

施工規模 300m3以上1,500m3未満 329m3程度

改良形式 全面改良

既設矢板物揚場（矢板，タイロッド1.6mピッチ）

既設矢板岸壁（矢板，タイロッド1.6mピッチ，控え矢板）

No.1 中層混合処理工法（標準部）・地盤改良（１）

No.2 中層混合処理工法（標準部）・地盤改良（２）

No.3 浅層混合処理工法（標準部）・地盤改良（３）

（現場条件）

No.4 中層混合処理工法（隅角部）・地盤改良（１）

No.6 浅層混合処理工法（隅角部）・地盤改良（３）

近接構造物 有り

近接構造物 有り

近接構造物 有り

No.5 中層混合処理工法（隅角部）・地盤改良（２）



項目 現場条件 備考

改良深度 0～8.0m 地表面からの深さ7.0m程度，改良体の厚さは4.6m程度

土質 砂質土

施工規模 300m3未満 150m3程度

改良形式 全面改良

近接構造物 有り 既設矢板岸壁（矢板，タイロッド1.6mピッチ，控え矢板）

項目 現場条件 備考

改良深度 0～5.0m 地表面からの深さ3.7m程度，改良体の厚さは1.0m程度

土質 砂質土

施工規模 300m3未満 45m3程度

改良形式 全面改良

近接構造物 有り 既設矢板岸壁（矢板，タイロッド1.6mピッチ，控え矢板）

項目 現場条件 備考

改良深度 0～3.0m 地表面からの深さ2.7m程度，改良体の厚さは2,2m程度

土質 砂質土

施工規模 300m3未満 93m3程度

改良形式 全面改良

近接構造物 有り 既設矢板岸壁（矢板，タイロッド1.6mピッチ，控え矢板）

その他の現場条件にかんしては別紙「施工ステップ図」を参照

No.9 浅層混合処理工法（岸壁部）・地盤改良（３）

No.7 中層混合処理工法（岸壁部）・地盤改良（１）

No.8 中層混合処理工法（岸壁部）・地盤改良（２）
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工事名

路線名等

工事箇所

図面名

縮尺

会社名

事業者名

図 面 番 号 ／

平面図

1 7S=1/250

東部県土整備局（徳島）

徳島小松島港（末広地区）

Ｒ２徳土　徳島小松島港（末広地区）
徳・南末広　施工歩掛調査業務

徳島市南末広町
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ASAS AS

▽ 鋼矢板現況根入深度(想定)　-8.683

▽現況施設天端高 +3.02(H31測量)

▽+0.42(H31測量)

▽-4.00　計画浚渫線(41年度以降)

(パテタイプ) 

セメント系固化剤　設計基準強度の特性値quck=500kN/m2 

耐用年数50年

セメント系固化剤　設計基準強度の特性値quck=500kN/m2 
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Y S P - I I I 型 ( 既 往 肉 厚 調 査 よ り )

▽-0.4

▽+0.6

▽L.W.L　±0.000

▽H.W.L　+1.800

▽-2.93

▽-9.73

▽-19.83

▽-27.83

▽-9.86

▽-19.36

▽-29.86

γt=18.8(kN/m3)

γsat=19.2(kN/m3)，

γ'=9.1(kN/m3)

φ=31.5°(N値推定)

N=4.8

γt=18.0(kN/m3)

γsat=18.4(kN/m3)

γ'=8.3(kN/m3)

φ=32.3°(N値推定)

N=8.9

γt=17.9(kN/m3)
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c=1.477Z+22.311

N=4.1
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c=1.477Z+22.311

　(Z=0 atD.L.±0.00)
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N=3.8
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標準断面図(1)

（末広物揚場 No.6付近）

工事名

路線名等

工事箇所

図面名

縮尺

会社名

事業者名

図 面 番 号 ／

Ｒ２徳土　徳島小松島港（末広地区）
徳・南末広　施工歩掛調査業務

標準断面図（１）

2 7S=1/100

東部県土整備局（徳島）

徳島小松島港（末広地区）

徳島市南末広町

鋼矢板YSP-II型　L=4.0m(既設)

タイロッド　特殊鋼φ36mm(75kg/mm)(既設)

既設杭・石材撤去 

 水中硬化型被膜

地盤改良(中層混合処理)

アルミ合金陽極2.0A

地盤改良(浅層混合処理)

鋼
板

溶
接

t
=
8
m
m

9
0
0

1
7
0
0

鋼矢板　L=10.000m

3600 3600

地盤改良(中層混合処理)

浚渫

4400 4404

8804518

コンクリート舗装

路盤工

2
0
0

3
0
0

タイロッド(既設)

V型防舷材 H300×L2000

車止め 被覆鋼板製 H150×L1500　あと施工タイプ

5000

地
震
時



▽-2.93

▽-9.73

▽-19.83

▽-27.83

▽-9.86

▽-19.36

▽-29.86

γt=18.8(kN/m3)

γsat=19.2(kN/m3)，

γ'=9.1(kN/m3)

φ=31.5°(N値推定)

N=4.8

γt=18.0(kN/m3)

γsat=18.4(kN/m3)

γ'=8.3(kN/m3)

φ=32.3°(N値推定)

N=8.9

γt=17.9(kN/m3)

γsat=18.2(kN/m3)

γ'=8.1(kN/m3)

c=1.477Z+22.311

N=4.1

γt=17.1(kN/m3)

γsat=17.3(kN/m3)

γ'=7.2(kN/m3)

c=1.477Z+22.311

　(Z=0 atD.L.±0.00)

N=3.7

γt=18.1(kN/m3)　，γsat=18.5(kN/m3)　

，γ'=8.4(kN/m3)

φ=31.2°(N値推定)

N=3.8

B層

As1層

Ac1層

Ac2層

Ac3層

As1層

Ac1層

Ac2層

Ac3層

γt=18.5(kN/m3)

γsat=18.7(kN/m3)

γ'=8.6(kN/m3)

c=1.477Z+22.311

　(Z=0 atD.L.±0.00)

N=8.4

γt=18.1(kN/m3)　，γsat=18.5(kN/m3)　，γ'=8.4(kN/m3)

c=1.791Z+17.266(Z=0 atD.L.±0.00)

N=4.1

γt=17.1(kN/m3)　，γsat=17.4(kN/m3)　，γ'=7.3(kN/m3)

c=1.791Z+17.266(Z=0 atD.L.±0.00)

N=3.7

γt=18.4(kN/m3)　，γsat=18.8(kN/m3)　，γ'=8.7(kN/m3)

c=36.65

N=9.0

▽-5.86
Ts1層

γt=16.2(kN/m3)　，γsat=16.3(kN/m3)　

γ'=6.2(kN/m3)

1:
0
.5

耐用年数50年

▽-2.00

L=3.0m

▽+1.65(想定)

▽-1.35(想定)

S=1:100

1.000% 現況合わせ

中
心
線

▽+0.39(H31測量)

1:2.0

(パテタイプ) 

M.S.L　+0.90
R.W.L　+1.20

鋼矢板(既設)

YSP-U15 L=12.0

（末広物揚場 No.11+11.618付近）

標準断面図(2)

H3
0-
Bo
r.
No
.2

DL
-3
.8
6m

de
p 
= 
36
.0
0 
m

Ｎ値

0 10 20 30 40 50

0/50

0/45

3

2

5

5

5

5/32

4

4

4/33

3

4

3

4/32

3

4

4

3

5

10

9

8

35

15

36

30

0.00

2.00

3.00

4.00

6.00

8.00

11.00

15.50

21.1021.25

26.00

30.20

H3
0-
Bo
r.
No
.1

DL
+3
.1
7m

de
p 
= 
68
.0
0 
m

Ｎ値

0 10 20 30 40 50

15

3/34

8/32

3/31

4

7/31

12

7/32

11

4/31

8/32

10

12/31

3/33

6/31

4

5/32

3/33

5/31

4/31

3/32

2/35

4/32

4/34

4/33

7/31

8

9/31

32

35

14

18

36

49

26

0.000.20
0.50

6.10

7.70

9.00
9.50

12.90

14.00

23.00

31.00

34.50
35.00

セメント系固化剤　設計基準強度の特性値quck=500kN/m2 

▽-1.0

セメント系固化剤　設計基準強度の特性値quck=500kN/m2 

CO(既設)

計画天端高+3.00

セメント系固化剤　設計基準強度の特性値quck=500kN/m2 

▽+0.7

▽ 鋼矢板現況根入深度(想定)　-10.685

▽-1.0

AS

L.W.L　D.L+0.00

H.W.L　D.L+1.80

▽-7.0

▽-5.0

舗装工

▽+3.04 ▽+3.05 ▽+3.05

▽-5.0

▽-4.00　計画浚渫線(41年度以降)

受
動
崩

壊
角

4
5°

工事名

路線名等

工事箇所

図面名

縮尺

会社名

事業者名

図 面 番 号 ／

Ｒ２徳土　徳島小松島港（末広地区）
徳・南末広　施工歩掛調査業務

標準断面図（２）

3 7S=1/100

東部県土整備局（徳島）

徳島小松島港（末広地区）

徳島市南末広町

アルミ合金陽極2.0A

鋼矢板YSP-III型(既設)

タイロッド(既設)

鋼
板

溶
接

t
=
8
m
m

浚渫

V型防舷材 H300×L2000

車止め 連続設置型 H300 あと施工タイプ

 水中硬化型被膜

地盤改良(浅層混合処理)

403

4000 4000

地盤改良(中層混合処理)

コンクリート舗装

路盤

地盤改良(中層混合処理)

5000

4351 4515

13866

5000

2
0
0

3
0
0

地
震

時



N=6.3

γsat=19.6(kN/m3)

γt=19.4(kN/m3)

γ'=9.6(kN/m3)

φ=32°

N=8.8

γsat=18.5(kN/m3)

γt=18.2(kN/m3)

γ'=8.5(kN/m3)

φ=32°

N=5.1

γsat=18.5(kN/m3)

γt=18.3(kN/m3)

γ'=8.5(kN/m3)

C=45.73

N=2.4

γsat=16.7(kN/m3)

γt=16.6(kN/m3)

γ'=6.7(kN/m3)

C=+1.97Z+8.09

(Z=0 at D.L±0.00）

N=7.5

γsat=18.3(kN/m3)

γt=18.3(kN/m3)

γ'=8.3(kN/m3)

C=+1.97Z+8.09

(Z=0 at D.L±0.00）

N=8.8

γsat=19.1(kN/m3)

γt=18.9(kN/m3)

γ'=9.1(kN/m3)

φ=35°

N=6.1

γsat=18.5(kN/m3)

γt=18.4(kN/m3)

γ'=8.5(kN/m3)

C=+2.59Z+5.65

(Z=0 at D.L±0.00）

N=3.5

γsat=17.0(kN/m3)

γt=17.0(kN/m3)

γ'=7.0(kN/m3)

C=+2.59Z+5.65

(Z=0 at D.L±0.00）

N=9.7

γsat=18.3(kN/m3)

γt=18.1(kN/m3)

γ'=8.3

C=27.07(kN/m3)

H25-
Bor.

No.1

DL=+
3.05

m

dep 
= 98

.00m

Ｎ値

0 10 20 30 40 50

19

8

7

3

7

10

11

10

9

7

6

6/32

7/32

4/32

5/33

4

3/31

2

3/31

2

0/35

2/33

0/33

1/31

6

8

10/31

8/31

6/32

8/31

29

49

3.05

2.45

▽-2.95

▽-9.95

▽-16.95

▽-26.95

▽-33.75

Ｎ値
0 10 20 30 40 500/75

8/32

9

10

10/31

8

5/32

6/33

6/32

5/33

5/31

4/31

4

3/34

5

5/32

6/31

2/32

2/33

2/35

6/35

8

16

23

25

27

▽-9.64

▽-17.64

▽-27.74

▽-32.04

H25-
Bor.

No.2

DL＝
-4.6

4mm

dep 
= 31

.00m

▽-5.00　計画浚渫線

S=1:100

▽+0.7

▽-1.0

▽-5.0

高張力綱690 φ36mm

▽+1.65(想定)

▽-1.35(想定)

▽+3.06

セメント系固化剤　設計基準強度の特性値quck=500kN/m2 

セメント系固化剤　設計基準強度の特性値quck=500kN/m2 

受
動
崩
壊
角

4
5°

L=3.0m

▽-7.0

現況合わせ 現況合わせ 1.00%

1:0
. 5

-

-

-

-

-

-

-

-

-

L.W.L　D.L+0.00

H.W.L　D.L+1.80

M.S.L　+0.90
R.W.L　+1.20

　
中心

線

+3.00

+2.00

+0.50

-10.75(想定)

+1.50

C.D.L+0.20～-1.50m

( 既 設 )

-1.50

鋼板補強(t=9mm) (既設)

鋼矢板(既設)
YSP-U15 L=12.0

B

As1

Ac2

Dg1

Ac1

Ac3

As1

Ac2

Dg1

Ac1

Ac3

標準断面図(3)

（末広岸壁 No.15+3.510付近）

▽+3.04▽+3.05▽+3.06

工事名

路線名等

工事箇所

図面名

縮尺

会社名

事業者名

図 面 番 号 ／

Ｒ２徳土　徳島小松島港（末広地区）
徳・南末広　施工歩掛調査業務

標準断面図（３）

4 7S=1/100

東部県土整備局（徳島）

徳島小松島港（末広地区）

徳島市南末広町

舗装工 14935

15000

463

49824450 5000

地盤改良(中層混合処理)

地盤改良(浅層混合処理)

地
震

時

5000

4000 4000

タイロッド(既設)

腹起し　2[ 200×90×8

鋼矢板YSP-III型(既設)

車止め 被覆鋼板製 H150×L3000 あと施工タイプ

電 気 防 食

2
0
0 3
0
0

コンクリート舗装

路盤



▽-4.00　計画浚渫線(41年度以降)

▽-0.4

▽+0.6
▽L.W.L　±0.000

▽H.W.L　+1.800

▽-6.0

1:
0.
5

1:
0.
5

1:
0.

5

1:
0
.5

中層混合処理工法

▽-4.00　計画浚渫線(41年度以降)

▽-0.4

▽+0.6
▽L.W.L　±0.000

▽H.W.L　+1.800

▽-6.0

▽-4.00　計画浚渫線(41年度以降)

▽-0.4

▽+0.6
▽L.W.L　±0.000

▽H.W.L　+1.800

▽-6.0

▽-4.00　計画浚渫線(41年度以降)

▽-0.4

▽+0.6
▽L.W.L　±0.000

▽H.W.L　+1.800

▽-6.0

▽-4.00　計画浚渫線(41年度以降)

▽-0.4

▽+0.6
▽L.W.L　±0.000

▽H.W.L　+1.800

▽-6.0

▽-4.00　計画浚渫線(41年度以降)

▽-0.4

▽+0.6

▽-6.0

▽-4.00　計画浚渫線(41年度以降)

▽-6.0

▽L.W.L　±0.000

▽H.W.L　+1.800

▽M.S.L　+0.90

▽L.W.L　±0.000

▽H.W.L　+1.800

▽M.S.L　+0.90

地盤改良要領図

浅層混合処理工法

中層混合処理工法

Ｄ

Ａ

Ｅ

Ｂ

ＥＤ

Ａ

ＥＤ

ＥＤ

Ａ

Ａ

Ａ

Ａ

Ｂ

Ｂ

Ｂ

バックホウ浚渫

Ｆ

Ｃ Ｃ

Ｃ Ｃ

Ｃ

Ｃ

Ｃ

Ｃ

地盤改良施工手順図

S=1:200

ASAS

ASAS

ASAS

ASAS

ASAS

ASAS

ASAS ASAS

３ Ｄをすき取り

４Ａを改良

５Ｅをすき取り

６Ｂを改良

７ ＤおよびＥを盛土

８ ＤおよびＥを改良

２ Ｆをすき取り

１ 海底地盤の掘削を行わない

　 状態のままＣを改良

注記：タイロッド以浅を浅層混合処理工法、以深を中層混合処理工法とする。

延
長

L
=
1
2
.
8
m
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ク
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）

平
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積
A
=
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体
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=
2
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.
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BL01

BL02

BL03

BL04

BL05

BL06

BL07

BL08

BL01

BL02

BL03

BL04

BL05

BL06

BL07

BL08

中層混合処理施工分割図
S=1:200

BL09

BL10

BL35

BL36

BL37

BL09

BL10

BL35

BL36

BL37

・
・
・

・
・
・

延
長

L
=
5
9
.
2
m
（

3
7
ブ

ロ
ッ

ク
@
1
.
6
m
）

平
面

積
A
=
2
1
4
.
6
m
2

体
積

V
=
2
1
4
.
6
m
3

A B

▽+3.0

▽-4.0

▽-4.0

▽-4.0

▽-4.0

▽-4.0

▽-4.0

▽-4.0

工事名

路線名等

工事箇所

図面名

縮尺

会社名

事業者名

図 面 番 号 ／

地盤改良要領図

5 7S-1/200

東部県土整備局（徳島）

徳島小松島港（末広地区）

徳島市南末広町

Ｒ２徳土　徳島小松島港（末広地区）
徳・南末広　施工歩掛調査業務

3.60 3.60

5.00

3.60 3.60

5.00

3.60 3.60

5.00

3.60 3.60

5.00

3.60 3.60

5.00

3.60 3.60

5.00

5.00

3.60 3.60

5.00

クレーン付き台船100ｔ吊

攪拌機MAR700長尺仕様

攪拌機MAR700+延長部材

攪拌機MAR700+延長部材

3600 3600

7200

A
の

1
日

施
工

範
囲

Aのブロック当たり改良面積 5.8m2 Bのブロック当たり改良面積 5.8m2 　
タ

イ
ロ

ッ
ド

間
隔

 
1
.
6
m

B
の

1
日

施
工

範
囲

控え矢板(既設)前面矢板(既設)



BL01 BL01 BL02 BL03 BL04

DL=-10.000

▽-4.00　計画浚渫線(41年度以降)

AS

AS

１隅角部ブロック1において、右示横断面図(ア)、(イ)の
　手順でタイロッド以深を改良する

２ １と同様の手順で順番にブロック5まで改良する。
　 本作業に並行し、既設車止めコンクリート取り壊し・撤去、
　 上部工断面修復工を実施する。

1列目

2列目

3列目

4列目

ア. Ｄをすき取り イ.  Ａを改良

ウ. Ｅをすき取り エ. Ｂを改良

1列目

2列目

3列目

4列目

S=1:200

r=8.1m

BL01 BL02 BL03 BL04

BL06

BL07

BL08

３ １～２を繰り返し、BL09まで改良する。

1列目

2列目

3列目

4列目

1列目

2列目

3列目

4列目

BL01 BL02 BL03 BL04
1列目

2列目

3列目

4列目

BL01 BL02 BL03 BL04

BL05

BL09

BL13

1列目

2列目

3列目

4列目

オ. Ｆをすき取り カ. Ｃを改良

AS

BL01 BL02 BL03 BL04

BL06

BL07

BL08

４ 右示横断図(ウ)、(エ)の手順でBL13まで地盤改良する。

BL10 BL11 BL12

５ ４の手順でBL16まで地盤改良する。

BL10 BL11 BL12

BL14

BL15

BL16

BL06

BL07

BL08

BL09

BL09 BL09

BL09

BL10 BL11 BL12

BL14

BL15

BL16

BL17
BL18

BL20

６ 右示横断図(ウ)、(エ)の手順でBL21まで地盤改良する。

DL=-10.000

▽-4.00　計画浚渫線(41年度以降)

DL=-10.000

▽-4.00　計画浚渫線(41年度以降)

DL=-10.000

▽-4.00　計画浚渫線(41年度以降)

DL=-10.000

▽-4.00　計画浚渫線(41年度以降)

DL=-10.000

▽-4.00　計画浚渫線(41年度以降)

r=8.1m

r=8.1m
r=8.1m

r=8.1m

r=8.1m

r=8.1m

r=8.1m

Ｄ

Ａ

Ｂ

ＡＡ

隅角部地盤改良要領図（１）

Ｅ

Ａ Ａ

Ｂ Ｂ

Ｆ

Ｃ

2750

岸壁控え矢板ライン

物揚場
控え矢板
ライン

物揚場
控え矢板
ライン

岸壁控え矢板ライン

物揚場
控え矢板
ライン

岸壁控え矢板ライン

物揚場
控え矢板
ライン

岸壁控え矢板ライン

物揚場
控え矢板
ライン

岸壁控え矢板ライン

物揚場
控え矢板
ライン

岸壁控え矢板ライン

(想定) (想定)

(想定) (想定)

(想定) (想定)

(想定)

(想定)

(想定) (想定)

(想定)

(想定)

L.W.L　D.L+0.00

H.W.L　D.L+1.80

▽-7.0

▽-5.0 ▽-5.0

▽-1.0 ▽-1.0

▽-1.0 ▽-1.0

▽-1.0 ▽-1.0

▽-5.0

▽-5.0 ▽-5.0
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参考単価表



着色部の数量，単価，施工量，運転時間，諸雑費率を対象とする。

留意事項

①WILL工法技術・積算資料（H23.7月）を参考に作成している。

②徳島県標準単価表に掲載されている労務単価，材料費，機械損料，賃料は参考に金額を入れている。

③その他，実態と合致しない部分があれば，必要に応じて修正してもよい。

WILL工法工事費 WILL工法技術・積算資料P.31参照

項目 仕様 数量 単位 単価 金額 摘要

（直接工事費）

材料費 セメント(高炉B) 77.4 ｔ 10,700 414m3×170kg/m3×(1+0,1)*1/1000

改良費 414 m3 　2)-③参照

特許使用料 414 m3 30

小計

（共通仮設費）

分解・組立費 1 式 　3)-①参照

プラント移設費 1 式 　3)-②参照

小計

（試験調査費）

事前試験調査費 六価クロム溶出 1 式 3,050 3,050 　3-③参照

事後試験調査費 六価クロム溶出 1 式 3,050 3,050 　3-③参照

小計 6,100

純工事費 合計

2)-③

改良1日当り運転費(円/日) WILL工法技術・積算資料P.33参照

項目 仕様 数量 単位 単価 金額 摘要

土木一般世話役 人 21,500

特殊作業員 人 20,700

普通作業員 人 18,500

WILL運転 1.4m3ｸﾗｽ 日 第1号単価

施工管理装置運転費 日

スラリープラント運転費 20m3/h 日

発動発電機運転 125KVA 日

補助バックホウ運転 0.8m3移動式ｸﾚｰﾝ仕様 日

雑材 1.0 式 上記合計の○%

合計 ①

1日当り施工量 m3/日 ②

1m3当り改良費 円/m3 ①/②

※雑材とは，溶接機，ガス切断機など仮設機材及び油脂，高圧洗浄機，敷鉄板，注入ホース等の雑消耗品を指す。

【第1号単価表】

WILL運転費(1日当り) WILL工法技術・積算資料P.33参照

項目 仕様 数量 単位 単価 金額 摘要

特殊運転手 人 18,500

燃料費 軽油 L

WILLベースマシン損料 14m3ｸﾗｽ 供用日

WILL攪拌損料 8m仕様 供用日

消耗品費 1 式 上記合計の○%

合計

【第2号単価表】

施工管理装置運転費(1日当り) WILL工法技術・積算資料P.34参照

項目 仕様 数量 単位 単価 金額 摘要

WILL管理装置(機械損料) 供用日

合計

No.1 中層混合処理工法（標準部）・地盤改良（１）



【第3号単価表】

スラリープラント運転費(1日当り) WILL工法技術・積算資料P.34参照

項目 仕様 数量 単位 単価 金額 摘要

ｽﾗﾘｰﾌﾟﾗﾝﾄ(機械損料) 20m3/h 供用日

合計

【第4号単価表】

発動発電機運転費(1日当り) WILL工法技術・積算資料P.34参照

項目 仕様 数量 単位 単価 金額 摘要

燃料費 軽油 L 118 0.17×117×○時間

発動発電機(機械損料) 125KVA 供用日 117kW　排ガス対策(1次)

合計

※1日当り標準運転時間 h/日

※1日当り燃料消費量＝運転1時間当り燃料消費率×機関出力×供用1日当り運転時間

【第5号単価表】

補助バックホウ運転費(1日当り) WILL工法技術・積算資料P.35参照

項目 仕様 数量 単位 単価 金額 摘要

特殊運転手 人 18,500

燃料費 軽油 L 118 0.175×104×○時間

補助バックホウ(機械損料) 0.8m3移動式ｸﾚｰﾝ仕様 供用日 104kW　排ガス対策(1次)

合計

※1日当り標準運転時間 h/日

※1日当り燃料消費量＝運転1時間当り燃料消費率×機関出力×供用1日当り運転時間

3)-①

分解・組立費 WILL工法技術・積算資料P.36参照

項目 仕様 数量 単位 単価 金額 摘要

特殊作業員 人 20,700

ラフテクレーン運転 25t吊 日

運搬費率 1 式 上記合計の○%

合計 (1組1回当り)

3)-②

分解・組立費 WILL工法技術・積算資料P.36参照

項目 仕様 数量 単位 単価 金額 摘要

土木一般世話役 人 21,500

特殊作業員 人 20,700

普通作業員 人 18,500

ラフテクレーン運転 25t吊 日

トラック運転 10t積み 日

合計 (1回当り)



着色部の数量，単価，施工量，運転時間，諸雑費率を対象とする。

留意事項

①WILL工法技術・積算資料（H23.7月）を参考に作成している。

②徳島県標準単価表に掲載されている労務単価，材料費，機械損料，賃料は参考に金額を入れている。

③その他，実態と合致しない部分があれば，必要に応じて修正してもよい。

WILL工法工事費 WILL工法技術・積算資料P.31参照

項目 仕様 数量 単位 単価 金額 摘要

（直接工事費）

材料費 セメント(高炉B) 16.8 ｔ 10,700 90m3×170kg/m3×(1+0,1)*1/1000

改良費 90 m3 　2)-③参照

特許使用料 90 m3 30

小計

（共通仮設費）

分解・組立費 1 式 　3)-①参照

プラント移設費 1 式 　3)-②参照

小計

（試験調査費）

事前試験調査費 六価クロム溶出 1 式 3,050 3,050 　3-③参照

事後試験調査費 六価クロム溶出 1 式 3,050 3,050 　3-③参照

小計 6,100

純工事費 合計

2)-③

改良1日当り運転費(円/日) WILL工法技術・積算資料P.33参照

項目 仕様 数量 単位 単価 金額 摘要

土木一般世話役 人 21,500

特殊作業員 人 20,700

普通作業員 人 18,500

WILL運転 0.8m3ｸﾗｽ 日 第1号単価

施工管理装置運転費 日

スラリープラント運転費 20m3/h 日

発動発電機運転 125KVA 日

補助バックホウ運転 0.5m3移動式ｸﾚｰﾝ仕様 日

雑材 1.0 式 上記合計の○%

合計 ①

1日当り施工量 m3/日 ②

1m3当り改良費 円/m3 ①/②

※雑材とは，溶接機，ガス切断機など仮設機材及び油脂，高圧洗浄機，敷鉄板，注入ホース等の雑消耗品を指す。

【第1号単価表】

WILL運転費(1日当り) WILL工法技術・積算資料P.33参照

項目 仕様 数量 単位 単価 金額 摘要

特殊運転手 人 18,500

燃料費 軽油 L

WILLベースマシン損料 0.8m3ｸﾗｽ 供用日

WILL攪拌損料 5m仕様 供用日

消耗品費 1 式 上記合計の○%

合計

【第2号単価表】

施工管理装置運転費(1日当り) WILL工法技術・積算資料P.34参照

項目 仕様 数量 単位 単価 金額 摘要

WILL管理装置(機械損料) 供用日

合計

No.2 中層混合処理工法（標準部）・地盤改良（２）



【第3号単価表】

スラリープラント運転費(1日当り) WILL工法技術・積算資料P.34参照

項目 仕様 数量 単位 単価 金額 摘要

ｽﾗﾘｰﾌﾟﾗﾝﾄ(機械損料) 20m3/h 供用日

合計

【第4号単価表】

発動発電機運転費(1日当り) WILL工法技術・積算資料P.34参照

項目 仕様 数量 単位 単価 金額 摘要

燃料費 軽油 L 118 0.17×117×○時間

発動発電機(機械損料) 125KVA 供用日 117kW　排ガス対策(1次)

合計

※1日当り標準運転時間 h/日

※1日当り燃料消費量＝運転1時間当り燃料消費率×機関出力×供用1日当り運転時間

【第5号単価表】

補助バックホウ運転費(1日当り) WILL工法技術・積算資料P.35参照

項目 仕様 数量 単位 単価 金額 摘要

特殊運転手 人 18,500

燃料費 軽油 L 118 0.175×104×○時間

補助バックホウ(機械損料) 0.5m3移動式ｸﾚｰﾝ仕様 供用日 104kW　排ガス対策(1次)

合計

※1日当り標準運転時間 h/日

※1日当り燃料消費量＝運転1時間当り燃料消費率×機関出力×供用1日当り運転時間

3)-①

分解・組立費 WILL工法技術・積算資料P.36参照

項目 仕様 数量 単位 単価 金額 摘要

特殊作業員 人 20,700

ラフテクレーン運転 25t吊 日

運搬費率 1 式 上記合計の○%

合計 (1組1回当り)

3)-②

分解・組立費 WILL工法技術・積算資料P.36参照

項目 仕様 数量 単位 単価 金額 摘要

土木一般世話役 人 21,500

特殊作業員 人 20,700

普通作業員 人 18,500

ラフテクレーン運転 25t吊 日

トラック運転 10t積み 日

合計 (1回当り)



着色部の数量，単価，施工量，運転時間，諸雑費率を対象とする。

留意事項

①WILL工法技術・積算資料（H23.7月）を参考に作成している。

②徳島県標準単価表に掲載されている労務単価，材料費，機械損料，賃料は参考に金額を入れている。

③その他，実態と合致しない部分があれば，必要に応じて修正してもよい。

エスミックスラリー工法 WILL工法技術・積算資料P.31参照

項目 仕様 数量 単位 単価 金額 摘要

（直接工事費）

材料費 セメント(高炉B) 16.8 ｔ 10,700 90m3×170kg/m3×(1+0,1)*1/1000

改良費 90 m3 　2)-③参照

特許使用料 90 m3 30

小計

（共通仮設費）

分解・組立費 1 式 　3)-①参照

プラント移設費 1 式 　3)-②参照

小計

（試験調査費）

事前試験調査費 六価クロム溶出 1 式 3,050 3,050 　3-③参照

事後試験調査費 六価クロム溶出 1 式 3,050 3,050 　3-③参照

小計 6,100

純工事費 合計

2)-③

改良1日当り運転費(円/日) WILL工法技術・積算資料P.33参照

項目 仕様 数量 単位 単価 金額 摘要

土木一般世話役 人 21,500

特殊作業員 人 20,700

普通作業員 人 18,500

改良機運転 日 第1号単価

施工管理装置運転費 日

スラリープラント運転費 20m3/h 日

発動発電機運転 125KVA 日

補助バックホウ運転 0.5m3移動式ｸﾚｰﾝ仕様 日

雑材 1.0 式 上記合計の○%

合計 ①

1日当り施工量 m3/日 ②

1m3当り改良費 円/m3 ①/②

※雑材とは，溶接機，ガス切断機など仮設機材及び油脂，高圧洗浄機，敷鉄板，注入ホース等の雑消耗品を指す。

【第1号単価表】

改良機運転費(1日当り) WILL工法技術・積算資料P.33参照

項目 仕様 数量 単位 単価 金額 摘要

特殊運転手 人 18,500

燃料費 軽油 L

ベースマシン損料 供用日

先端攪拌機損料 供用日

消耗品費 1 式 上記合計の○%

合計

【第2号単価表】

施工管理装置運転費(1日当り) WILL工法技術・積算資料P.34参照

項目 仕様 数量 単位 単価 金額 摘要

WILL管理装置(機械損料) 供用日

合計

No.3 浅層混合処理工法（標準部）・地盤改良（３）



【第3号単価表】

スラリープラント運転費(1日当り) WILL工法技術・積算資料P.34参照

項目 仕様 数量 単位 単価 金額 摘要

ｽﾗﾘｰﾌﾟﾗﾝﾄ(機械損料) 20m3/h 供用日

合計

【第4号単価表】

発動発電機運転費(1日当り) WILL工法技術・積算資料P.34参照

項目 仕様 数量 単位 単価 金額 摘要

燃料費 軽油 L 118 0.17×117×○時間

発動発電機(機械損料) 125KVA 供用日 117kW　排ガス対策(1次)

合計

※1日当り標準運転時間 h/日

※1日当り燃料消費量＝運転1時間当り燃料消費率×機関出力×供用1日当り運転時間

【第5号単価表】

補助バックホウ運転費(1日当り) WILL工法技術・積算資料P.35参照

項目 仕様 数量 単位 単価 金額 摘要

特殊運転手 人 18,500

燃料費 軽油 L 118 0.175×104×○時間

補助バックホウ(機械損料) 0.5m3移動式ｸﾚｰﾝ仕様 供用日 104kW　排ガス対策(1次)

合計

※1日当り標準運転時間 h/日

※1日当り燃料消費量＝運転1時間当り燃料消費率×機関出力×供用1日当り運転時間

3)-①

分解・組立費 WILL工法技術・積算資料P.36参照

項目 仕様 数量 単位 単価 金額 摘要

特殊作業員 人 20,700

ラフテクレーン運転 25t吊 日

運搬費率 1 式 上記合計の○%

合計 (1組1回当り)

3)-②

分解・組立費 WILL工法技術・積算資料P.36参照

項目 仕様 数量 単位 単価 金額 摘要

土木一般世話役 人 21,500

特殊作業員 人 20,700

普通作業員 人 18,500

ラフテクレーン運転 25t吊 日

トラック運転 10t積み 日

合計 (1回当り)



着色部の数量，単価，施工量，運転時間，諸雑費率を対象とする。

留意事項

①WILL工法技術・積算資料（H23.7月）を参考に作成している。

②徳島県標準単価表に掲載されている労務単価，材料費，機械損料，賃料は参考に金額を入れている。

③その他，実態と合致しない部分があれば，必要に応じて修正してもよい。

WILL工法工事費 WILL工法技術・積算資料P.31参照

項目 仕様 数量 単位 単価 金額 摘要

（直接工事費）

材料費 セメント(高炉B) 92.0 ｔ 10,700 492m3×170kg/m3×(1+0,1)*1/1000

改良費 492 m3 　2)-③参照

特許使用料 492 m3 30

小計

（共通仮設費）

分解・組立費 1 式 　3)-①参照

プラント移設費 1 式 　3)-②参照

小計

（試験調査費）

事前試験調査費 六価クロム溶出 1 式 3,050 3,050 　3-③参照

事後試験調査費 六価クロム溶出 1 式 3,050 3,050 　3-③参照

小計 6,100

純工事費 合計

2)-③

改良1日当り運転費(円/日) WILL工法技術・積算資料P.33参照

項目 仕様 数量 単位 単価 金額 摘要

土木一般世話役 人 21,500

特殊作業員 人 20,700

普通作業員 人 18,500

WILL運転 1.4m3ｸﾗｽ 日 第1号単価

施工管理装置運転費 日

スラリープラント運転費 20m3/h 日

発動発電機運転 125KVA 日

補助バックホウ運転 0.8m3移動式ｸﾚｰﾝ仕様 日

雑材 1.0 式 上記合計の○%

合計 ①

1日当り施工量 m3/日 ②

1m3当り改良費 円/m3 ①/②

※雑材とは，溶接機，ガス切断機など仮設機材及び油脂，高圧洗浄機，敷鉄板，注入ホース等の雑消耗品を指す。

【第1号単価表】

WILL運転費(1日当り) WILL工法技術・積算資料P.33参照

項目 仕様 数量 単位 単価 金額 摘要

特殊運転手 人 18,500

燃料費 軽油 L

WILLベースマシン損料 14m3ｸﾗｽ 供用日

WILL攪拌損料 8m仕様 供用日

消耗品費 1 式 上記合計の○%

合計

【第2号単価表】

施工管理装置運転費(1日当り) WILL工法技術・積算資料P.34参照

項目 仕様 数量 単位 単価 金額 摘要

WILL管理装置(機械損料) 供用日

合計

No.4 中層混合処理工法（隅角部）・地盤改良（１）



【第3号単価表】

スラリープラント運転費(1日当り) WILL工法技術・積算資料P.34参照

項目 仕様 数量 単位 単価 金額 摘要

ｽﾗﾘｰﾌﾟﾗﾝﾄ(機械損料) 20m3/h 供用日

合計

【第4号単価表】

発動発電機運転費(1日当り) WILL工法技術・積算資料P.34参照

項目 仕様 数量 単位 単価 金額 摘要

燃料費 軽油 L 118 0.17×117×○時間

発動発電機(機械損料) 125KVA 供用日 117kW　排ガス対策(1次)

合計

※1日当り標準運転時間 h/日

※1日当り燃料消費量＝運転1時間当り燃料消費率×機関出力×供用1日当り運転時間

【第5号単価表】

補助バックホウ運転費(1日当り) WILL工法技術・積算資料P.35参照

項目 仕様 数量 単位 単価 金額 摘要

特殊運転手 人 18,500

燃料費 軽油 L 118 0.175×104×○時間

補助バックホウ(機械損料) 0.8m3移動式ｸﾚｰﾝ仕様 供用日 104kW　排ガス対策(1次)

合計

※1日当り標準運転時間 h/日

※1日当り燃料消費量＝運転1時間当り燃料消費率×機関出力×供用1日当り運転時間

3)-①

分解・組立費 WILL工法技術・積算資料P.36参照

項目 仕様 数量 単位 単価 金額 摘要

特殊作業員 人 20,700

ラフテクレーン運転 25t吊 日

運搬費率 1 式 上記合計の○%

合計 (1組1回当り)

3)-②

分解・組立費 WILL工法技術・積算資料P.36参照

項目 仕様 数量 単位 単価 金額 摘要

土木一般世話役 人 21,500

特殊作業員 人 20,700

普通作業員 人 18,500

ラフテクレーン運転 25t吊 日

トラック運転 10t積み 日

合計 (1回当り)



着色部の数量，単価，施工量，運転時間，諸雑費率を対象とする。

留意事項

①WILL工法技術・積算資料（H23.7月）を参考に作成している。

②徳島県標準単価表に掲載されている労務単価，材料費，機械損料，賃料は参考に金額を入れている。

③その他，実態と合致しない部分があれば，必要に応じて修正してもよい。

WILL工法工事費 WILL工法技術・積算資料P.31参照

項目 仕様 数量 単位 単価 金額 摘要

（直接工事費）

材料費 セメント(高炉B) 93.5 ｔ 10,700 500m3×170kg/m3×(1+0,1)*1/1000

改良費 500 m3 　2)-③参照

特許使用料 500 m3 30

小計

（共通仮設費）

分解・組立費 1 式 　3)-①参照

プラント移設費 1 式 　3)-②参照

小計

（試験調査費）

事前試験調査費 六価クロム溶出 1 式 3,050 3,050 　3-③参照

事後試験調査費 六価クロム溶出 1 式 3,050 3,050 　3-③参照

小計 6,100

純工事費 合計

2)-③

改良1日当り運転費(円/日) WILL工法技術・積算資料P.33参照

項目 仕様 数量 単位 単価 金額 摘要

土木一般世話役 人 21,500

特殊作業員 人 20,700

普通作業員 人 18,500

WILL運転 0.8m3ｸﾗｽ 日 第1号単価

施工管理装置運転費 日

スラリープラント運転費 20m3/h 日

発動発電機運転 125KVA 日

補助バックホウ運転 0.5m3移動式ｸﾚｰﾝ仕様 日

雑材 1.0 式 上記合計の○%

合計 ①

1日当り施工量 m3/日 ②

1m3当り改良費 円/m3 ①/②

※雑材とは，溶接機，ガス切断機など仮設機材及び油脂，高圧洗浄機，敷鉄板，注入ホース等の雑消耗品を指す。

【第1号単価表】

WILL運転費(1日当り) WILL工法技術・積算資料P.33参照

項目 仕様 数量 単位 単価 金額 摘要

特殊運転手 人 18,500

燃料費 軽油 L

WILLベースマシン損料 0.8m3ｸﾗｽ 供用日

WILL攪拌損料 5m仕様 供用日

消耗品費 1 式 上記合計の○%

合計

【第2号単価表】

施工管理装置運転費(1日当り) WILL工法技術・積算資料P.34参照

項目 仕様 数量 単位 単価 金額 摘要

WILL管理装置(機械損料) 供用日

合計

No.5 中層混合処理工法（隅角部）・地盤改良（２）



【第3号単価表】

スラリープラント運転費(1日当り) WILL工法技術・積算資料P.34参照

項目 仕様 数量 単位 単価 金額 摘要

ｽﾗﾘｰﾌﾟﾗﾝﾄ(機械損料) 20m3/h 供用日

合計

【第4号単価表】

発動発電機運転費(1日当り) WILL工法技術・積算資料P.34参照

項目 仕様 数量 単位 単価 金額 摘要

燃料費 軽油 L 118 0.17×117×○時間

発動発電機(機械損料) 125KVA 供用日 117kW　排ガス対策(1次)

合計

※1日当り標準運転時間 h/日

※1日当り燃料消費量＝運転1時間当り燃料消費率×機関出力×供用1日当り運転時間

【第5号単価表】

補助バックホウ運転費(1日当り) WILL工法技術・積算資料P.35参照

項目 仕様 数量 単位 単価 金額 摘要

特殊運転手 人 18,500

燃料費 軽油 L 118 0.175×104×○時間

補助バックホウ(機械損料) 0.5m3移動式ｸﾚｰﾝ仕様 供用日 104kW　排ガス対策(1次)

合計

※1日当り標準運転時間 h/日

※1日当り燃料消費量＝運転1時間当り燃料消費率×機関出力×供用1日当り運転時間

3)-①

分解・組立費 WILL工法技術・積算資料P.36参照

項目 仕様 数量 単位 単価 金額 摘要

特殊作業員 人 20,700

ラフテクレーン運転 25t吊 日

運搬費率 1 式 上記合計の○%

合計 (1組1回当り)

3)-②

分解・組立費 WILL工法技術・積算資料P.36参照

項目 仕様 数量 単位 単価 金額 摘要

土木一般世話役 人 21,500

特殊作業員 人 20,700

普通作業員 人 18,500

ラフテクレーン運転 25t吊 日

トラック運転 10t積み 日

合計 (1回当り)



着色部の数量，単価，施工量，運転時間，諸雑費率を対象とする。

留意事項

①WILL工法技術・積算資料（H23.7月）を参考に作成している。

②徳島県標準単価表に掲載されている労務単価，材料費，機械損料，賃料は参考に金額を入れている。

③その他，実態と合致しない部分があれば，必要に応じて修正してもよい。

エスミックスラリー工法 WILL工法技術・積算資料P.31参照

項目 仕様 数量 単位 単価 金額 摘要

（直接工事費）

材料費 セメント(高炉B) 61.5 ｔ 10,700 329m3×170kg/m3×(1+0,1)*1/1000

改良費 329 m3 　2)-③参照

特許使用料 329 m3 30

小計

（共通仮設費）

分解・組立費 1 式 　3)-①参照

プラント移設費 1 式 　3)-②参照

小計

（試験調査費）

事前試験調査費 六価クロム溶出 1 式 3,050 3,050 　3-③参照

事後試験調査費 六価クロム溶出 1 式 3,050 3,050 　3-③参照

小計 6,100

純工事費 合計

2)-③

改良1日当り運転費(円/日) WILL工法技術・積算資料P.33参照

項目 仕様 数量 単位 単価 金額 摘要

土木一般世話役 人 21,500

特殊作業員 人 20,700

普通作業員 人 18,500

改良機運転 日 第1号単価

施工管理装置運転費 日

スラリープラント運転費 20m3/h 日

発動発電機運転 125KVA 日

補助バックホウ運転 0.5m3移動式ｸﾚｰﾝ仕様 日

雑材 1.0 式 上記合計の○%

合計 ①

1日当り施工量 m3/日 ②

1m3当り改良費 円/m3 ①/②

※雑材とは，溶接機，ガス切断機など仮設機材及び油脂，高圧洗浄機，敷鉄板，注入ホース等の雑消耗品を指す。

【第1号単価表】

改良機運転費(1日当り) WILL工法技術・積算資料P.33参照

項目 仕様 数量 単位 単価 金額 摘要

特殊運転手 人 18,500

燃料費 軽油 L

ベースマシン損料 供用日

先端攪拌機損料 供用日

消耗品費 1 式 上記合計の○%

合計

【第2号単価表】

施工管理装置運転費(1日当り) WILL工法技術・積算資料P.34参照

項目 仕様 数量 単位 単価 金額 摘要

WILL管理装置(機械損料) 供用日

合計

No.6 浅層混合処理工法（隅角部）・地盤改良（３）



【第3号単価表】

スラリープラント運転費(1日当り) WILL工法技術・積算資料P.34参照

項目 仕様 数量 単位 単価 金額 摘要

ｽﾗﾘｰﾌﾟﾗﾝﾄ(機械損料) 20m3/h 供用日

合計

【第4号単価表】

発動発電機運転費(1日当り) WILL工法技術・積算資料P.34参照

項目 仕様 数量 単位 単価 金額 摘要

燃料費 軽油 L 118 0.17×117×○時間

発動発電機(機械損料) 125KVA 供用日 117kW　排ガス対策(1次)

合計

※1日当り標準運転時間 h/日

※1日当り燃料消費量＝運転1時間当り燃料消費率×機関出力×供用1日当り運転時間

【第5号単価表】

補助バックホウ運転費(1日当り) WILL工法技術・積算資料P.35参照

項目 仕様 数量 単位 単価 金額 摘要

特殊運転手 人 18,500

燃料費 軽油 L 118 0.175×104×○時間

補助バックホウ(機械損料) 0.5m3移動式ｸﾚｰﾝ仕様 供用日 104kW　排ガス対策(1次)

合計

※1日当り標準運転時間 h/日

※1日当り燃料消費量＝運転1時間当り燃料消費率×機関出力×供用1日当り運転時間

3)-①

分解・組立費 WILL工法技術・積算資料P.36参照

項目 仕様 数量 単位 単価 金額 摘要

特殊作業員 人 20,700

ラフテクレーン運転 25t吊 日

運搬費率 1 式 上記合計の○%

合計 (1組1回当り)

3)-②

分解・組立費 WILL工法技術・積算資料P.36参照

項目 仕様 数量 単位 単価 金額 摘要

土木一般世話役 人 21,500

特殊作業員 人 20,700

普通作業員 人 18,500

ラフテクレーン運転 25t吊 日

トラック運転 10t積み 日

合計 (1回当り)



着色部の数量，単価，施工量，運転時間，諸雑費率を対象とする。

留意事項

①WILL工法技術・積算資料（H23.7月）を参考に作成している。

②徳島県標準単価表に掲載されている労務単価，材料費，機械損料，賃料は参考に金額を入れている。

③その他，実態と合致しない部分があれば，必要に応じて修正してもよい。

WILL工法工事費 WILL工法技術・積算資料P.31参照

項目 仕様 数量 単位 単価 金額 摘要

（直接工事費）

材料費 セメント(高炉B) 28.1 ｔ 10,700 150m3×170kg/m3×(1+0,1)*1/1000

改良費 150 m3 　2)-③参照

特許使用料 150 m3 30

小計

（共通仮設費）

分解・組立費 1 式 　3)-①参照

プラント移設費 1 式 　3)-②参照

小計

（試験調査費）

事前試験調査費 六価クロム溶出 1 式 3,050 3,050 　3-③参照

事後試験調査費 六価クロム溶出 1 式 3,050 3,050 　3-③参照

小計 6,100

純工事費 合計

2)-③

改良1日当り運転費(円/日) WILL工法技術・積算資料P.33参照

項目 仕様 数量 単位 単価 金額 摘要

土木一般世話役 人 21,500

特殊作業員 人 20,700

普通作業員 人 18,500

WILL運転 1.4m3ｸﾗｽ 日 第1号単価

施工管理装置運転費 日

スラリープラント運転費 20m3/h 日

発動発電機運転 125KVA 日

補助バックホウ運転 0.8m3移動式ｸﾚｰﾝ仕様 日

雑材 1.0 式 上記合計の○%

合計 ①

1日当り施工量 m3/日 ②

1m3当り改良費 円/m3 ①/②

※雑材とは，溶接機，ガス切断機など仮設機材及び油脂，高圧洗浄機，敷鉄板，注入ホース等の雑消耗品を指す。

【第1号単価表】

WILL運転費(1日当り) WILL工法技術・積算資料P.33参照

項目 仕様 数量 単位 単価 金額 摘要

特殊運転手 人 18,500

燃料費 軽油 L

WILLベースマシン損料 14m3ｸﾗｽ 供用日

WILL攪拌損料 8m仕様 供用日

消耗品費 1 式 上記合計の○%

合計

【第2号単価表】

施工管理装置運転費(1日当り) WILL工法技術・積算資料P.34参照

項目 仕様 数量 単位 単価 金額 摘要

WILL管理装置(機械損料) 供用日

合計

No.7 中層混合処理工法（岸壁部）・地盤改良（１）



【第3号単価表】

スラリープラント運転費(1日当り) WILL工法技術・積算資料P.34参照

項目 仕様 数量 単位 単価 金額 摘要

ｽﾗﾘｰﾌﾟﾗﾝﾄ(機械損料) 20m3/h 供用日

合計

【第4号単価表】

発動発電機運転費(1日当り) WILL工法技術・積算資料P.34参照

項目 仕様 数量 単位 単価 金額 摘要

燃料費 軽油 L 118 0.17×117×○時間

発動発電機(機械損料) 125KVA 供用日 117kW　排ガス対策(1次)

合計

※1日当り標準運転時間 h/日

※1日当り燃料消費量＝運転1時間当り燃料消費率×機関出力×供用1日当り運転時間

【第5号単価表】

補助バックホウ運転費(1日当り) WILL工法技術・積算資料P.35参照

項目 仕様 数量 単位 単価 金額 摘要

特殊運転手 人 18,500

燃料費 軽油 L 118 0.175×104×○時間

補助バックホウ(機械損料) 0.8m3移動式ｸﾚｰﾝ仕様 供用日 104kW　排ガス対策(1次)

合計

※1日当り標準運転時間 h/日

※1日当り燃料消費量＝運転1時間当り燃料消費率×機関出力×供用1日当り運転時間

3)-①

分解・組立費 WILL工法技術・積算資料P.36参照

項目 仕様 数量 単位 単価 金額 摘要

特殊作業員 人 20,700

ラフテクレーン運転 25t吊 日

運搬費率 1 式 上記合計の○%

合計 (1組1回当り)

3)-②

分解・組立費 WILL工法技術・積算資料P.36参照

項目 仕様 数量 単位 単価 金額 摘要

土木一般世話役 人 21,500

特殊作業員 人 20,700

普通作業員 人 18,500

ラフテクレーン運転 25t吊 日

トラック運転 10t積み 日

合計 (1回当り)



着色部の数量，単価，施工量，運転時間，諸雑費率を対象とする。

留意事項

①WILL工法技術・積算資料（H23.7月）を参考に作成している。

②徳島県標準単価表に掲載されている労務単価，材料費，機械損料，賃料は参考に金額を入れている。

③その他，実態と合致しない部分があれば，必要に応じて修正してもよい。

WILL工法工事費 WILL工法技術・積算資料P.31参照

項目 仕様 数量 単位 単価 金額 摘要

（直接工事費）

材料費 セメント(高炉B) 8.4 ｔ 10,700 45m3×170kg/m3×(1+0,1)*1/1000

改良費 45 m3 　2)-③参照

特許使用料 45 m3 30

小計

（共通仮設費）

分解・組立費 1 式 　3)-①参照

プラント移設費 1 式 　3)-②参照

小計

（試験調査費）

事前試験調査費 六価クロム溶出 1 式 3,050 3,050 　3-③参照

事後試験調査費 六価クロム溶出 1 式 3,050 3,050 　3-③参照

小計 6,100

純工事費 合計

2)-③

改良1日当り運転費(円/日) WILL工法技術・積算資料P.33参照

項目 仕様 数量 単位 単価 金額 摘要

土木一般世話役 人 21,500

特殊作業員 人 20,700

普通作業員 人 18,500

WILL運転 0.8m3ｸﾗｽ 日 第1号単価

施工管理装置運転費 日

スラリープラント運転費 20m3/h 日

発動発電機運転 125KVA 日

補助バックホウ運転 0.5m3移動式ｸﾚｰﾝ仕様 日

雑材 1.0 式 上記合計の○%

合計 ①

1日当り施工量 m3/日 ②

1m3当り改良費 円/m3 ①/②

※雑材とは，溶接機，ガス切断機など仮設機材及び油脂，高圧洗浄機，敷鉄板，注入ホース等の雑消耗品を指す。

【第1号単価表】

WILL運転費(1日当り) WILL工法技術・積算資料P.33参照

項目 仕様 数量 単位 単価 金額 摘要

特殊運転手 人 18,500

燃料費 軽油 L

WILLベースマシン損料 0.8m3ｸﾗｽ 供用日

WILL攪拌損料 5m仕様 供用日

消耗品費 1 式 上記合計の○%

合計

【第2号単価表】

施工管理装置運転費(1日当り) WILL工法技術・積算資料P.34参照

項目 仕様 数量 単位 単価 金額 摘要

WILL管理装置(機械損料) 供用日

合計

No.8 中層混合処理工法（岸壁部）・地盤改良（２）



【第3号単価表】

スラリープラント運転費(1日当り) WILL工法技術・積算資料P.34参照

項目 仕様 数量 単位 単価 金額 摘要

ｽﾗﾘｰﾌﾟﾗﾝﾄ(機械損料) 20m3/h 供用日

合計

【第4号単価表】

発動発電機運転費(1日当り) WILL工法技術・積算資料P.34参照

項目 仕様 数量 単位 単価 金額 摘要

燃料費 軽油 L 118 0.17×117×○時間

発動発電機(機械損料) 125KVA 供用日 117kW　排ガス対策(1次)

合計

※1日当り標準運転時間 h/日

※1日当り燃料消費量＝運転1時間当り燃料消費率×機関出力×供用1日当り運転時間

【第5号単価表】

補助バックホウ運転費(1日当り) WILL工法技術・積算資料P.35参照

項目 仕様 数量 単位 単価 金額 摘要

特殊運転手 人 18,500

燃料費 軽油 L 118 0.175×104×○時間

補助バックホウ(機械損料) 0.5m3移動式ｸﾚｰﾝ仕様 供用日 104kW　排ガス対策(1次)

合計

※1日当り標準運転時間 h/日

※1日当り燃料消費量＝運転1時間当り燃料消費率×機関出力×供用1日当り運転時間

3)-①

分解・組立費 WILL工法技術・積算資料P.36参照

項目 仕様 数量 単位 単価 金額 摘要

特殊作業員 人 20,700

ラフテクレーン運転 25t吊 日

運搬費率 1 式 上記合計の○%

合計 (1組1回当り)

3)-②

分解・組立費 WILL工法技術・積算資料P.36参照

項目 仕様 数量 単位 単価 金額 摘要

土木一般世話役 人 21,500

特殊作業員 人 20,700

普通作業員 人 18,500

ラフテクレーン運転 25t吊 日

トラック運転 10t積み 日

合計 (1回当り)



着色部の数量，単価，施工量，運転時間，諸雑費率を対象とする。

留意事項

①WILL工法技術・積算資料（H23.7月）を参考に作成している。

②徳島県標準単価表に掲載されている労務単価，材料費，機械損料，賃料は参考に金額を入れている。

③その他，実態と合致しない部分があれば，必要に応じて修正してもよい。

エスミックスラリー工法 WILL工法技術・積算資料P.31参照

項目 仕様 数量 単位 単価 金額 摘要

（直接工事費）

材料費 セメント(高炉B) 17.4 ｔ 10,700 93m3×170kg/m3×(1+0,1)*1/1000

改良費 93 m3 　2)-③参照

特許使用料 93 m3 30

小計

（共通仮設費）

分解・組立費 1 式 　3)-①参照

プラント移設費 1 式 　3)-②参照

小計

（試験調査費）

事前試験調査費 六価クロム溶出 1 式 3,050 3,050 　3-③参照

事後試験調査費 六価クロム溶出 1 式 3,050 3,050 　3-③参照

小計 6,100

純工事費 合計

2)-③

改良1日当り運転費(円/日) WILL工法技術・積算資料P.33参照

項目 仕様 数量 単位 単価 金額 摘要

土木一般世話役 人 21,500

特殊作業員 人 20,700

普通作業員 人 18,500

改良機運転 日 第1号単価

施工管理装置運転費 日

スラリープラント運転費 20m3/h 日

発動発電機運転 125KVA 日

補助バックホウ運転 0.5m3移動式ｸﾚｰﾝ仕様 日

雑材 1.0 式 上記合計の○%

合計 ①

1日当り施工量 m3/日 ②

1m3当り改良費 円/m3 ①/②

※雑材とは，溶接機，ガス切断機など仮設機材及び油脂，高圧洗浄機，敷鉄板，注入ホース等の雑消耗品を指す。

【第1号単価表】

改良機運転費(1日当り) WILL工法技術・積算資料P.33参照

項目 仕様 数量 単位 単価 金額 摘要

特殊運転手 人 18,500

燃料費 軽油 L

ベースマシン損料 供用日

先端攪拌機損料 供用日

消耗品費 1 式 上記合計の○%

合計

【第2号単価表】

施工管理装置運転費(1日当り) WILL工法技術・積算資料P.34参照

項目 仕様 数量 単位 単価 金額 摘要

WILL管理装置(機械損料) 供用日

合計

No.9 浅層混合処理工法（岸壁部）・地盤改良（３）



【第3号単価表】

スラリープラント運転費(1日当り) WILL工法技術・積算資料P.34参照

項目 仕様 数量 単位 単価 金額 摘要

ｽﾗﾘｰﾌﾟﾗﾝﾄ(機械損料) 20m3/h 供用日

合計

【第4号単価表】

発動発電機運転費(1日当り) WILL工法技術・積算資料P.34参照

項目 仕様 数量 単位 単価 金額 摘要

燃料費 軽油 L 118 0.17×117×○時間

発動発電機(機械損料) 125KVA 供用日 117kW　排ガス対策(1次)

合計

※1日当り標準運転時間 h/日

※1日当り燃料消費量＝運転1時間当り燃料消費率×機関出力×供用1日当り運転時間

【第5号単価表】

補助バックホウ運転費(1日当り) WILL工法技術・積算資料P.35参照

項目 仕様 数量 単位 単価 金額 摘要

特殊運転手 人 18,500

燃料費 軽油 L 118 0.175×104×○時間

補助バックホウ(機械損料) 0.5m3移動式ｸﾚｰﾝ仕様 供用日 104kW　排ガス対策(1次)

合計

※1日当り標準運転時間 h/日

※1日当り燃料消費量＝運転1時間当り燃料消費率×機関出力×供用1日当り運転時間

3)-①

分解・組立費 WILL工法技術・積算資料P.36参照

項目 仕様 数量 単位 単価 金額 摘要

特殊作業員 人 20,700

ラフテクレーン運転 25t吊 日

運搬費率 1 式 上記合計の○%

合計 (1組1回当り)

3)-②

分解・組立費 WILL工法技術・積算資料P.36参照

項目 仕様 数量 単位 単価 金額 摘要

土木一般世話役 人 21,500

特殊作業員 人 20,700

普通作業員 人 18,500

ラフテクレーン運転 25t吊 日

トラック運転 10t積み 日

合計 (1回当り)


